
-
金
揮
官
蹴
志
巻
十
七

爺
失
v
敬
之
罪
也
.
と
。
今
治
も
ふ

K
.
右
事
保
の
頃
た
る
一
一
妓
と
は
、

何
れ
の
産
た
り
け
ん
。
春
日
亭
の
花
見
の
宴
席
は
、
春
日
山
帝
鹿
山

の
花
を
質
せ
し
左
ら
ば
‘
金
.
揮
に
て
の
事
と
聞
ゆ
。
績
漸
得
雑
記
に

紋
せ
た
る
越
前
三
園
の
遊
女
歌
川
が
書
に
、

備
は
法
を
と
き
‘
祖
師
は
法
を
毅
へ
、
今
の
借
は
法
を
寅
る
。

我
は
身
を
う
り
て
多
く
の
人
を
慰
む
。
歌
川

池
水
に
よ
・
な
f
，
、
.1
月
は
や
ど
れ
ど
も

す
が
た
も
ぬ
れ
.
宇
影
も
濁
ら
宇

右
歌
川
は
寛
政
年
中
の
娼
妓
た
り
と
い
へ
り
。
此
の
時
世
に
し
て
か

h

る
文
串
に
建
し
、
遊
君
の
本
畿
を
悟
り
詠
歌
に
よ
め
る
、
賓
に
上

代
の
遊
女
に
耽
ぢ
4
1
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
栃
木
小
路

野
町
二
丁
目
の
小
路
よ
り
割
場
町
の
聞
を
い
へ
り
。
今
は
南
石
坂
へ

嵐
せ
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
昔
利
常
卿
所
々
に
柿
木
畠
を
置
か
る
L
頃、

此
の
地
位
も
柿
木
の
植
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
か
み
栃
木
畑
た
り
し

故
、
小
路
の
名
に
呼
ぺ
り
と
。
按
守
る
に
、
改
作
所
醤
記
に
載
せ
た

る
元
総
十
三
年
十
月
石
川
郡
泉
村
領
栃
木
等
の
畑
地
取
調
書
K
.
泉

村
領
之
内
に
先
年
紳
木
御
畑
一
・
ゲ
所
有
v
之
、
四
十
ヶ
年
以
前
足
極
中

あ
り
0

・
皆
本
源
寺
背
蛍
城
地
に
在
り
し
頃
.
働
花
を
諮
り
し
畑
危
り

と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
尾
山
本
源
寺
の
御
花
畠
は
、
城
内
本
丸

の
下
に
共
の
遺
名
あ
る
の
み
。
自
徐
の
地
に
本
源
寺
の
花
畑
あ
り
し

事
も
の
に
見
ね
宇
。
此
の
地
溢
怠
る
花
畠
は
後
の
事
な
る
べ
し
0

・寛

文
一
万
年
の
日
幌
に
、
十
月
十
九
日
き
と
く
の
み
・
さ
い
か
ち
の
賓
.

泉
野
漣
に
畠
を
い
た
し
植
ゑ
さ
せ
候
様
に
御
算
用
場
へ
申
渡
す
。
と

い
ふ
事
見
h
、
改
作
所
醤
記
に
載
せ
た
る
元
総
十
三
年
十
月
泉
村
畑

地
取
調
書
に
‘
泉
野
出
村
領
之
内
椿
花
壇
と
申
て
御
畠
有
v
之
‘
寛
文

七
年
に
御
商
拾
石
五
斗
三
升
五
合
新
開
被
昌
仰
付
刊
と
い
ふ
事
見
ね
た

り
。
此
た
る
御
花
畠
と
稀
す
る
地
も
、
さ
る
畑
地
の
内
た
ら
ん
か
。

利
常
卿
の
頃
ま
で
は
‘
花
壇
を
ぽ
御
花
畠
と
呼
ぴ
た
り
け
ん
。
山
本

基
腐
の
微
妙
公
夜
話
線
に
、
近
藤
加
左
衛
門
と
い
ふ
者
.
御
露
地
の

御
用
を
勤
め
け
る
底
、
或
時
御
花
島
へ
御
出
、
菊
の
養
ひ
を
す
る
体

を
御
覧
被
ν
成
。
と
見
h
.
武
家
耳
底
記
K
.
利
常
卿
の
時
、
江
戸
に

て
御
花
畠
へ
出
で
さ
せ
給
う
て
、
梅
花
の
快
く
喚
き
た
る
を
御
覧

被
v
成
。
た
ど
あ
り
て
、
皆
花
壇
を
ぽ
御
花
島
-
u
d
v
り。

。

金

戸

町

此
の
町
は
野
町
四
丁
目
の
下
を
呼
ぺ
り
。
金
戸
町
の
町
名
は
‘
如
何

金
部
古
蹟
蔀
巻
十
七

四

之
屋
敷
に
相
渡
。
叉
岡
村
側
之
内
に
発
年
梯
木
御
畑
〕
・
グ
所
有
v
之

?-ev 

属
、
岡
村
領
之
内
御
用
地
に
相
渡
る
替
地
に
御
渡
相
v
成
。
文
岡
村
領

之
内
柿
木
御
畠
一
・
グ
所
有
v
之
、
元
職
五
年
に
新
開
被
邑
仰
付
吋
又
泉
野

出
村
領
之
内
柿
木
御
畠
一
ク
所
有
v
之
、
此
柿
木
御
馬
屋
町
締
木
畑
へ

御
取
、
共
跡
寛
文
八
年
新
開
被
=
仰
付
吋
た
ど
h

見
b
た
り
。
昔
の
此

の
泉
野
の
地
建
に
は
数
ク
所
材
木
御
畑
と
て
‘
椀
木
を
植
ゑ
置
か
れ

し
事
知
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ば
今
此
の
石
坂
た
る
割
場
町
の
越
を
ぽ
柿

木
小
路
と
呼
べ
る
も
、
右
調
書
に
載
せ
た
る
柿
木
畑
の
一
・
グ
所
に

て
、
若
し
く
は
元
総
十
三
年
よ
り
四
十
ヶ
年
以
前
足
越
中
の
屋
敷
に

相
渡
と
あ
る
畑
地
た
ら
ん
か
。
元
秘
十
三
年
よ
り
四
十
ク
年
前
は
寛

文
元
年
也
。

。

小

柳

町

野
町
三
丁
目
の
小
路
を
呼
べ
り
。
此
の
町
名
の
来
由
い
ま
だ
詳
か
た

ら
歩
。
若
し
く
は
む
か
し
此
の
漣
荒
地
た
り
し
比
、
柳
木
あ
り
し
故

K
1
町
名
に
呼
び
た
る
注
ら
ん
か
。

。

御

花

畠

亀
尾
紀
に
云
ふ
。
蛍
聞
に
御
花
畠
と
い
ふ
ク
所
多
し
。
石
川
郡
に

τ

は
高
尾
村
・
御
供
田
村
・
畝
岡
村
、
金
滞
市
中
に
て
は
野
町
三
丁
目
に

怠
る
由
縁
に
て
、
呼
び
そ
め
た
る
に
や
。
共
の
来
由
い
ま
だ
鮮
か
友

ら
宇
。

。
石
坂
奥
カ
町

野
町
奥
力
町
と
も
呼
ぺ
り
。
醤
藩
中
は
奥
カ
の
士
に
‘
此
の
地
と
小

立
野
奥
力
町
と
の
雨
地
に

τ邸
地
を
賜
は
り
、
奥
力
士
の
み
居
住
せ

し
故
K
・
雨
地
共
陀
奥
力
町
と
呼
ぺ
り
。
抑
E

奥
カ
士
の
邸
地
は
、
高

治
二
年
十
一
月
の
居
屋
敷
定
書
に
、
奥
力
侍
井
足
額
御
弓
之
者
へ
被
v

下
屋
敷
、
寄
親
・
組
頭
へ
訂
波
云
々
0

・
千
古
五
拾
歩
奥
カ
千
石
之
営

り
。
と
あ
り
て
、
寄
親
の
興
カ
知
商
に
感
じ
、
大
縄
に
て
地
所
を
筒

取
り
、
寄
親
よ
り
共
の
奥
力
士
共
へ
知
行
高
に
廊
じ
配
賞
す
る
定
め

た
り
し
と
聞
ゆ
。
然
る
に
寛
文
二
年
十
二
月
の
定
書
に
、
三
千
石
以

下
奥
カ
有
v
之
人
々
は
、
自
分
知
之
高
を
以
居
屋
敷
可
v
被
ν
波
、
共
奥

カ
屋
敷
は
別
所
に
て
可
》
被
v

下
。
と
見
ゆ
。
然
る
に
同
五
年
三
月
屋

敷
奉
行
へ
の
建
書
に
は
左
の
文
あ
り
。

惣
奥
力
屋
敷
之
儀
.
向
後
人
々
ね
被
v
下
候
僚
・
御
限
延
屋
敷
御
定

歩
数
拾
歩
劣
K
.
奥
力
屋
敷
可
v
被
昌
相
波
-
候
-
恐
憧
謹
言
・

臭

村

因

幡

・

今

枝

民

都

巳
三
月
十
八
日

五




